
日時 2024年3⽉29⽇（⾦）12:20〜13:00

会場

オンライン（下記からご参加ください。メールでの事前の参加申し込みは不要です。）

参加 Zoom ミーティング

https://us06web.zoom.us/j/82757373702?pwd=7J2wq75zJ3MmweGJYsAYatj

9kJEHm1.1

ミーティング ID: 827 5737 3702

パスコード: 232516

内容

KSI知財セミナー第８回

「技術情報の視点からの営業秘密 第4回 技術情報視点の非公知性」

弁理⼠ ⽯本 貴幸

【概要】

営業秘密は秘密管理性、有⽤性、⾮公知性を全て満たす必要があります。技術情報の⾮公知性

に対する裁判所の判断として、市場に流通している製品に対するリバースエンジニアリングによる⾮公

知性の喪失があります。リバースエンジニアリングによって、当該製品に使用している技術情報を知り

得ることができ、これにより情報の非公知性が喪失しているという判断です。では、どのような場合にこ

のような判断となるのでしょうか。今回のセミナーでは技術情報に特有の非公知性に対する裁判所の

判断事例としてリバースエンジニアリングによる⾮公知性の喪失について主に解説します。

主催 KSIパートナーズ法律特許事務所  http://ksilawpat.jp/

参加費 無料

お問い合わせ E-mail: seminar@ksilawpat.jp

KSI 知財セミナー ご案内


